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第98話　スタジオ夜話

　「音へのかかわり方」プロオーディオって何？

☆　はじめに

　先日筆者は第1回目のワクチン接種に
行って来ました。予定通り7月中には接種
完了となります。読者皆様はいかがでしょ
うか。前号でも触れましたがコロナ以外に
も異常気象が心配です。皆様がお変わり無
く過ごせるよう願っています。
　さて今回もプロフェッショナルオーディ
オについてのお話です。コラムに予定して
いた道具のお話はまた次回に先送りにしま
す。（すみません）お付き合いのほどよろし
くお願いいたします。

☆「音を考える」
　　　プロオーディオって何？　Ⅳ

　そもそもの話、前号でもお話したように
オーディオそのものにはプロもアマチュア
もありません。オーディオ機器にはプロ用
として高価なものがありますが、これも金
銭的な余裕のある方は所有することができ
ます。これはたぶん本誌で扱っているプロ
フェッショナルオーディオの範疇ではなく
趣味のオーディオのハイエンドなものだと
思っています。
　昭和45年当時筆者の先輩宅にはティ
アックのR313というコンソールタイプの
レコーダーや自作のミキサーがありました。
職業はオーディオとは無縁の方です。また
読者先輩諸氏はご存じのことと思いますが
作家の五味康介氏や新潮社の役員だった斎
藤氏もオーディオの世界では有名で超高級
なオーディオ機器を使って音楽や音を語っ
ていたことで知られています。音というも
のに対してプロフェッショナルとしてかか
わるのか、アマチュアとしてかかわるのか、
録音スタジオや機材は使用されるものなの
で「かかわる」ものではありません。
　「かかわり方」が問題なのです。筆者は

うプライド？特に感じるのは設備の整った
有名な業界企業の録音エンジニアにその傾
向が見られるようです。
　確かに機材メーカーはプロフェッショナ
ルユース等、業務用と銘打ち高性能高機能
の製品をコンシューマー用と差別化するこ
とにより売り上げに貢献してきました。開
発へのかかわり方にはそれなりのこだわり
もあるのでしょう。スマフォで8Kが撮影
できる時代です。NTSCで放送が行われ
ていた時代、今日のスマフォと比較したら
1000万もするTVカメラは・・・です。
　プロフェッショナルオーディオとは「か
かわり方」設備や企業ブランドとは関係な
いのです。誤解を招きやすいプロフェッショ
ナルオーディオという言葉、問題が多いの
でやめませんか。

☆「音を考える」
　　　プロオーディオって何？　Ⅴ

　さてプロフェッショナルオーディオと呼
ばずなんて呼べば良いのでしょうか。
　オーディオはオーディオ（音声）です。
では私たちに提供される様々な音声媒体
は？音楽は演奏、芝居やミュージカルは上
演、映画は上映、と様々ですがいずれも作
品と呼ばれます。
　「作品とは人がかかわって出来上がったも
の」まさにこの語に尽きます。作品を英訳
すると「THE WORK」意味は作業・業務・
仕事・作品です。作品のみを表現する時は
「Opus」作品に演技や演奏という意味があ
ると「Performance」と表現されます。
　人がかかわるオーディオ作品、「作品」な
のです。興味あるお話をしましょう。映画
には様々賞があります。有名なものにアカ
デミー賞があります。その中に作品に直接
紐づけられる賞以外に音響賞と言われる賞、
アカデミー音響賞（Academy Award for 

前号でプロフェッショナルオーディオとは
「様々な音や音楽ソースを私たちリスナーに
より良く提供しようとプロフェッショナル
としてかかわり出来上がった音」と定義し
ました。
　趣味のオーディオは私たちに音や音楽を
基本的に提供していません。アマチュアは
この範疇です。昨今多くのミュージシャン
が自宅録音の音楽や様々な音をネット上で
私たちに発信しています。「いいね！」評価
もあり、中には1万回、10万回のアクセ
スがあるものもあります。私たちにネット
を通じて音楽を提供しているのです。
　はたして彼らはプロフェッショナルオー
ディオの担い手なのでしょうか、有料サイ
ト上のものならばプロフェッショナルの
ミュージシャンといえます。しかしながら
その提供されている楽曲がプロフェッショ
ナルなオーディオかと問われると若干の疑
問も残ります。それは楽曲を彼らが提供す
るにあたり「私たちリスナーにより良く提
供しようとプロフェッショナルとしてかか
わり出来上がった音」なのかという問題で
す。つまり提供するにあたり対価を得ての
プロフェッショナルオーディオとして録
音？しているのかということです。
　ここで筆者は提言します。筆者の定義プ
ロフェッショナオーディオとは「私たちリ
スナーにより良く提供しようとプロフェッ
ショナルとしてかかわり、出来上がった音」
の「プロフェッショナオーディオ」部分。
　私たちに提供される音楽や音には昔から
今日に至るまでプロもアマチュアもありま
せん。なぜ音（オーディオ）にプロとアマチュ
アを区別しなければならないのでしょうか、
想像ですが業界？が作った差別化だと思い
ます。
　私たちが作ったものはそれなりの設備や
機材を使い時間をかけて提供しているもの
でアマチュアのそれとは違いますよ。とい
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Sound Mixing）です。以前は録音賞（Sound 
Recording）その後音響（Sound）に変更
現在はミキシングに変更されました。まさ
に音へのかかわり方に贈られる賞になりま
した。またエミー賞というものも有名です。
主にテレビなど放送関係に贈られるもので
す。この賞のカテゴリー分類の中に工学エ
ミー賞があります。産業技術に与えられる
賞でかつてSONYがVTR技術で受賞して
います。音楽にかかわる賞には有名なグラ
ミー賞があります。日本でもこの授賞式は
アカデミー賞と同様にTV中継されます。
世界で最も権威ある音楽業界の振興と支援
を目的とする賞です。カテゴリー別は4部
門ですがかならずしもその範囲にはこだわ
らないとしています。現在までミュージシャ
ン以外の受賞はありませんが作品スタイル
が多様化している現在、ミュージシャン以
外？のサウンドクリエーターが受賞する可
能性は大です。もちろん舞台などに贈られ
る賞、トニー賞も有名です。カテゴリー分
類の中には音響デザイン賞（Best Sound 
Design of a Play）といったものがありま
す。いずれの賞も筆者のいう「音へのかか
わり方」が賞の対象となっていることは事
実です。

☆「音を考える」
　　　プロオーディオって何？　Ⅵ

　音楽録音レコード制作は様々なアーティ
ストはもちろんのことですがそれ以外のス
タッフの参加は重要です。それぞれが作品
（レコード）制作にどうかかわるか、製作で
はありません。そのかかわり方に参考にな
るDVDがあります。有名なジャズレーベ
ル「ブルーノート」の創設からのドキュメ
ンタリーです。
　ミュージシャンが中心のものですが作品
へのかかわり方はエンジニアも同じです。

エンジニアのルディーバンゲルダーは世界
的にも有名でこのDVDにも登場します。
創設者のアルフレッド・ライオンとフラン
シス・ウルフはナチス統治下のドイツから
アメリカに移住、1939年ニューヨークで
小さなレコード会社を立ち上げます。「ブ
ルーノート」です。
　バンゲルダーも参加しました。大切なこ
とはこの2人はレコーディングにあたって、
アーティストに自由な演奏と作曲を依頼し
たことと創業者としてどう作品とかかわっ
ていくかを追求した点にあります。
　一時期資金難のため大手レコード会社に
レーベルを売却しますが本来の作品にかか
わる関係が崩れ、ミュージシャンも同様の
関係に置かれることになります。その後紆
余曲折を経て再び「ブルーノート」をけん
引することになります。ライオンとウルフ
の信念はアート全般、ヒップホップ等の音
楽に現在でも影響を与え続けています。
　このDVDは音、作品へのかかわり方の
本質をミュージシャンのみならずエンジニ
アにも共通するものとして教えてくれます。
　バンゲルダーも単なるエンジニアとして

ではなく作品創りの表に立って技術的な問
題以前に作品の持つ主張やその方法に積極
的に参加していました是非機会があればご
視聴ください。

ブルーノート・レコード ジャズを超えて
　筆者の作品創り、音・音楽へのかかわり
方のバイブルです。

☆次回は
　道具のお話は先送り、予定していたDAC
のお話、デジタルレコーディングでのピー
クの採り方、全て先送りになっています。
誠に申し訳ございません。次回デジタルレ
コーディング、ピークの採り方など必ずお
話します。
　まだまだワクチン接種率の低い日本です
が、読者皆様が罹患しないことをお祈りい
たします。また梅雨時でもあり健康には十
分にお気を付けください。次回もよろしく
お願いいたします。

ー 森田　雅行 ー

グラミー賞のトロフィーって蓄音器なんですね。改
めて知りました。イラストもレコードジャケットを
意識してスクエア（正方形）にしました。（mo)


